
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 誰もが触れたことのある折り紙は単に玩具・遊具にとどまらず，一枚の紙から複雑な立体形状を折り上げる日本特有の伝統工芸とし
て認識されるようになりました．また「ORIGAMI」という名称はエレガントな紙パッケージ製品やコンパクト，シンプルかつ機能的なパ
ッケージング手法の概念として世界に知られるようになっています．折り紙の歴史は平安時代以前にまで遡れるものですが，現在にお
いても色あせることなく広く親しまれ，またシート状から機能を持った立体形状を製作できる手法として，紙だけでなくプラスチック
や金属にも応用され，安価な日用品から ICT機器，宇宙開発技術にいたる工業製品に応用されるまでになりました．本講習会では，折
り紙の歴史的背景，折り紙工学としての学術的な見地についての長年の研究に基づくご講演をいただきます．また，折り紙の立体形状
を数理的見地からコンピュータによる設計手法，また生活を豊かにする折り紙を応用した設計手法の工業製品への応用まで様々な事例
をご紹介いただきます． 
 
【注意事項】 
 本講習会での講演に対する質問は，アンケートにて承ります． 
 本講習会のテーマと関係がない質問はお控え下さい． 
 視聴用 URLは講習会に登録された参加者のみ利用可能とし，再配布を禁止いたします． 
 受講者は，動画の録音や画像のキャプチャーおよびそれらの SNSなどへのアップを禁止いたします．もし発見された場合， 

事務局は削除を要求できることとします． 
 動画視聴等に関わる技術サポートは提供いたしません． 
 
日  時： 2020年 11月 16日（月) 10時 10分～2020年 11月 22日(日)24時 00分 
 
視聴方法：Box内の指定フォルダへアクセスすることで，オンデマンド形式での閲覧が可能になります． 

* ただし，Box利用の際に，無料のアカウント登録が必要となります． 
* 参加申込時に登録いただいたメールアドレスに，フォルダの URL情報を追ってご連絡いたします． 

 
講習会テキスト：ヤマト運輸 クロネコ DM便を利用して講習会テキストを発送いたします．最長，発送日を含む 3日での到着予定です． 

お早めのお申込みをおすすめいたします． 
 
企画担当者： 新川 真人（岐阜大学），田中 秀岳（上智大学） 
 
次  第：（予 定） 

題  目 内    容 講  師 

挨  拶 

【基調講演】 
折紙工学誕生の経緯，
現状そして未来 
（約 55分） 

折紙工学には，①芸術的側面，②折紙幾何学的側面，③産業工学
的側面がある．ここでは③中心に述べるが，これには，折紙設計，
軽くて剛い折紙の設計製造，展開収縮可能な折紙の設計製造があ
る．それぞれの産業応用の現状と今後の展望を述べる． 

明治大学先端数理科学イン
スティテュート 特任教授 
萩原 一郎 

昆虫の翅の折り畳み
の幾何学とその応用 
（約50分） 

大きな構造をコンパクトに折りたたむ技術は様々なスケールと
目的で必要とされる．本講演では究極の展開構造である昆虫の翅
の折り畳みの幾何学と人工の展開構造への応用について解説す
る． 

九州大学大学院 
芸術工学研究院 講師 
斉藤 一哉 

折り紙の形状モデリ
ングのための様々な
アプローチ 
（約 50分） 

伸縮しない素材を曲げてできる形は可展面に限られるが，折り目
を加えることで表現の幅を広げることができる．可展性，平坦折
り可能性，剛体折り可能性という幾何的な制約の下での形状モデ
リングについて様々なアプローチを紹介する． 

筑波大学システム情報系 
教授 
三谷 純 

展開構造の多様な工
学応用 
（約50分） 

小さく畳み大きく広げて使用できる展開構造は，折り畳み製品へ
適用されることが多い．しかし，着目すべき点は形状変化だけで
はない．本講演では，展開構造の力学的特性を活かした折り畳み
製品以外への応用について紹介する． 

明治大学理工学部 
機械工学科 准教授 
石田 祥子 

折紙工学成果物の実用
化開発 
（約 40分） 

折紙工学の成果物である「トラスコアパネル」と「折紙工法ハニ
カムコア」を実用化するアイテムを検討し，公的補助金等を活用
して，製作工法の開発と客先との実用化開発を行って来たので，
その結果を報告する． 

城山工業株式会社 
技術開発室 室長 
五島 庸 

主催：公益社団法人 精密工学会 企画：事業部会企画第１グループ 
協賛（予定）：SME日本支部/応用物理学会/型技術協会/軽金属学会/計測自動制御学会/コンピュータソフトウェア協会（CSAJ）/品川区/自動車技術会/
首都圏産業活性化協会/情報処理学会/TAMA-TLO/電気加工学会/電気通信協会/電子情報通信学会/日本オプトメカトロニクス協会/日本金型工業会/日本

機械学会/日本工学会/日本工作機械工業会/日本設計工学会/日本塑性加工学会/日本ソフトウェア科学会 /日本鋳造工学会/日本溶接協会/日本ロボット
学会/日本折紙学会/日本応用数理学会/日本図学会 
＊協賛団体にご所属の方は会員価格にてご参加いただけます．  
定  員： 制限なし 
参 加 費： 会 員（賛助会員および協賛団体会員を含む）22,000円，学生会員 2,000円，非会員 36,000円(同時入会申込で参加費割引特典あり，詳細は 

事務局・講習会係までお問い合わせ下さい），学生非会員 7,000円 【会員・学生会員・非会員・学生非会員とも講習会テキスト代含む】 

＊参加費・講習会テキスト代とも消費税を含みます．  ＊賛助会員参加無料券をお持ちの方は是非ご利用下さい． 
資  料：講習会テキストのみ，または聴講者で 2 冊以上ご希望の場合，１冊 5,000円 
申込方法： ホームページ（https://www2.jspe.or.jp/form/koshukai/koshukai_form.html）からお申込み下さい． 

申 込 先： 公益社団法人 精密工学会（〒102-0073 東京都千代田区九段北 1-5-9 九段誠和ビル 2F， 
電話 03-5226-5191，Fax03-5226-5192） 

公益社団法人 精密工学会主催 第４０９回講習会 オンライン開催 

「これぞ ORIGAMI -指先から宇宙へ-」 

開催期日：２０２０年１１月１６日(月)－２２日(日) 

申込締切：２０２０年１１月１９日(木) 
※2020 年 6月 29日(月)より延期 

お申込みフォーム→ 

https://www1.gifu-u.ac.jp/~m_yama/index.html
http://www.eas.sophia.ac.jp/?teacherlist=%e7%94%b0%e4%b8%ad%e3%80%80%e7%a7%80%e5%b2%b3
http://www.isc.meiji.ac.jp/~hagilab/
http://www.isc.meiji.ac.jp/~hagilab/
http://www.isc.meiji.ac.jp/~hagilab/
https://ksaito-tech.wixsite.com/ksaito
https://ksaito-tech.wixsite.com/ksaito
https://ksaito-tech.wixsite.com/ksaito
http://www.cgg.cs.tsukuba.ac.jp/index.html
http://www.cgg.cs.tsukuba.ac.jp/index.html
http://www.cgg.cs.tsukuba.ac.jp/index.html
http://www.isc.meiji.ac.jp/~sishida/home.html
http://www.isc.meiji.ac.jp/~sishida/home.html
http://www.isc.meiji.ac.jp/~sishida/home.html
http://www.shiroyama.net/index.html
http://www.shiroyama.net/index.html
http://www.shiroyama.net/index.html
https://www2.jspe.or.jp/form/koshukai/koshukai_form.html

